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郵便番号：
「1050001」 住所検索

「東京都 港区 虎ノ門」

全国の
郵便番号-住所
データベース

1-1.CCUSはデジタル世界・デジタル化のメリットとは

• 入力の際、テキストや数字を入力す
ることなく、既存のDBにデータセット
を検索して取り込むことで、入力手
間、間違いを減らす
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全国の法人情報
データベース

職種コード
データベース

会社名；
「●●建設」

DBに登録された
事業者情報データ

セットが
自動で入力される

検索

検索

「53その他（管理）ー03現場監督（土木）」

事業者選択

大分類：
「その他（管理）」

技能職種選択



■デジタル化によるメリット：現場管理・業務の効率化

技能者のメリット 事業者のメリット

作業員名簿・安全書類がCCUSから出せる

元請：現場登録情報

① 施工体制情報

② 施工体制技能者情報
1次

作業員
名簿

元請

事業者登録情報

技能者登録情報

今後 各種証明書の携帯が不要になる

・CCUSへの資格証登録と
安全衛生資格等の資格証の携行

義務を一体化
（マイナポータルとの連携）

社内システム

建退共の手続きが効率化API連携による施工管理効率化

API連携
事業者

Buildee

グリーンサイト

CCUS

就業履歴

建退共
電子申請方式

就労状況
報告書

就労実績報
告作成ツール

就労履歴
データ

就労履歴
データ

作業日報
就労履歴
データ

就労履歴
データ

作業日報 従来（手作業）
方式

社保加入証明書類・
資格証・健康診断結果表

の提出が不要

2

「建キャリ」で履歴等を確認出来る

自動連携
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カードタッチで就業履歴が溜まる

蓄積した履歴

保有資格

職長・班長の経験年数

＋

＋

ゴールドカード：●●人
シルバーカード：▲▲人

技能者を大切にする
適正企業として評価

企業表彰・経審加点

事業者としての
アドバンテージ

① 施工体制登録

② 施工体制技能者登録

元請：現場登録

1次

作業員名簿

元請

◉ 技能・経験に応じた適切なステータスと処遇を実現
◉ 若い世代が将来の見通しを持って入職しやすい環境を作る
◉ 技能者を雇用し育成する企業が伸びていける建設業を目指す

事業者登録

技能者登録

所在地、建設業許可番号、
社会保険・建退共加入状況

本人情報、所属事業者名、職種
社会保険・建退共加入状況、保有資格

1-2.CCUSの基本(メリットに繋がる適正運用フロー)

レベルに応じた賃金
・処遇改善

職種ごと評価基準*

現場管理の効率化 発注者・建退共等へのデータ連携

社会保険入・資格保有状況確認 施工体制台帳・建退共電子申請方式への連携

デジタル化を
駆使して

レベル判定

技能者の
能力評価

基本情報登録
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就業履歴月別カレンダー

＊施工体制技能者登録がなぜ必要なのか？
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技能者ID,技能者氏名

技能者
ID,技能
者氏名

事業者ID,事業者名

所属事業者ID,事業者名

●能力評価や建退共電子申請に連携させるた
めには、

「所属事業者・職種・立場」といった情報を
「施工体制登録・施工体制技能者登録」で登

録して付加する必要がある。

技能者職種、立場、・・・

●CCUSカードには技能者IDと氏名しか
登録されていない。

職種,立場、・・・



現場施工体制登録

1-3.施工体制登録・施工体制技能者登録のフロー

元請

一次

二次

技能者

① 施工体制登録

② 施工体制技能者 
（作業員名簿）登録

上位事業者が登録し、
下位が承認

事業者が
関連付けが出来ている
所属技能者から
選択してセット

一次

二次

技能者

二次

技能者

一次

二次

技能者

二次

技能者

一次

二次

技能者

二次

技能者

• ①施工体制登録

• ②施工体制技能者（作業員名簿）登録 の中で設定される

職種・立場
・作業内容

保有資格

評価に有効な

③ 就業履歴の蓄積

元請

現場ごとに決まる
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を登録

登録技能者の ボタンから、編集

技能者基本情報の

●メリットに繋がるのに必要な情報は、



1-4.適正運用かどうかは就業履歴で確認する

• 「所属事業者・職種・立場」が反映されているか？

➢就業履歴月別カレンダーで確認しよう
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所属事業者ID・事業者名
が表示されない 職種・立場が表示されない

1.  技能者基本情報登録時：所属事業者との関連付けが無い
2.  施工体制(技能者)登録時：施工体制技能者登録が無い・不完全

原因



就業内容職種

1-5.適正な運用フローの確立・定着：毎月の災防協で就業履歴を確認！
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所属事業者ID・
事業者名

が表示されない

職種・立場
が表示されな

い

1. 毎月開催する災害防止協議会(安衛法第30条)前に、
当該月（もしくは前月）の就業履歴月別カレン
ダーを確認する

2. 右上「デフォルト」を「就業内容・職種」としてソート
3. 職種が表示されない技能者が上部に表示される
4. 当該技能者の所属を確認し
5. 災害防止協議会で当該事業者に指導

当該技能者の所属事業者に対して
施工体制技能者登録状況を確認し、
不備があれば是正するよう指導

⚫月に1度で良いので就業履歴：職種欄を確認することで適正な運用が維持できる
⚫毎月の災防協に合わせて確認することでルーティーン化が図れる

技能者名は表示されている
ので、現場管理者にて所属
事業者を確認する

• API連携システムを使用している場合、所属事業者名が表示されていても、職種立場
が表示されない場合があるので注意

 当該事業者が施工体制技能者登録をすれば「当月分＋前月分」の就業履歴が補正される



能力評価基準一覧

＊能力評価基準と申請方法

• 国交省HP；能力評価制度にアクセスして確認

【CCUSポータル】能力評価制度について

能力評価制度ガイドライン

能力評価制度実施団体一覧
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CCUS職種コードと能力評価対象職種の対応表

「職種」については、
CCUS職種コードに
記載の職種に寄せる



＊能力評価基準と申請方法：経歴証明について

• 「経歴証明」はシステム利用前の経歴を所属事業者が証明するもの

♪カードタッチ開始以前の経歴・職長経験年数は、経歴証明で評価される

2029.4以降の経歴は
⇒システムに蓄積された
経歴のみで評価される

適正な運用で早期に蓄積を開始
する必要がある！
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◆経歴証明の提出自体は令和11年3月末まで延長されたが。。。

令和6年
2024.3.31

従事開始

現在

2019.4～

システム運用開始

★

経歴証明 就業履歴

申請

●ただし経歴証明で証明できるのは令和6年3月31日までの経歴
●2025/4/1以降はシステムに蓄積された就業履歴で判断⇒評価に掛かる就業履歴となっているか？

令和11年
2029.3.31

★経歴証明起算点：
建設業に関する資格を
最初に取得した日（た
だしCCUS登録済みの
もの）

経歴証明を提出できる期限

⇒「経歴証明+CCUS就業履歴」
で評価される

就業履歴

申請

◼評価に掛かる適正な就業履歴：
① 施工体制技能者登録されていること
② 能力評価基準で指定された職種コ

ードでの蓄積
③ 職長・安責は立場の登録 が重要

経歴証明

★

CCUS就業履歴

申請

★起算日の扱いにも留意



2. 適正運用を評価する実施要領
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2-1.モデル工事実施要領の方向性

2-2.提案する実施要領

参考：有効就業履歴率算定ツール 



適正な現場運用（当初から）

2-1.モデル工事実施要領の方向性 
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● 当初は基本情報登録とカードタッチから始めましょう

基本情報登録が出来ていること

現場の登録とカードリーダーの設置
が出来ていること

これから

施工体制技能者登録まで行う
ことで、適正な運用となり、現
場管理の効率化（施工体制
台帳の提出義務合理化、建退

共データ連携など）
所期のメリットも享受できる

従前

適正な運用が抜けているので、
各種デジタル化によるメリットは
享受できない

施工体制技能者登録
(施工体制登録技能者率の算定)

就業履歴情報登録
（全工事期間毎月確認）

メリットを享受するには本来の適正な現場運用が必要

国直轄モデル、国に追随する多くの自治体 山梨県・山口県等現状を理解した自治体

適正な運用をマスターし
定着することが肝要

3. 就業履歴蓄積率

1. 登録事業者率
2. 登録技能者率



2-2.提案する実施要領（量と質をみる）

① 現場入場者のうちどれだけカードタッチしているかを見る：「就業
履歴蓄積率」(計測日あと決め完結方式)

② 適正な運用度合いを確認する：「有効就業履歴率」＝全就業
履歴のうち、評価に掛かる有効な就業履歴の割合
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竣工着工

②「就業履歴月別カレンダー」
を帳票出力し専用マクロ
にて集計

①複数の計測日で計測計測日の設定 初 2 3

概ね中間点 以降3か月ごと

A：全現場入場者
CCUS登録技能者 B:カードタッチして入場した技能者 C:施工体制技能者登録された技能者

②「有効就業履歴率」＝ΣCによ
る履歴数/ΣBによる履歴数①就業履歴蓄積率＝B/A



参考： CCUSの適正な運用と有効な就業履歴
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有効就業履歴率算定表が算出される

有効就業履歴率算定表

• 概要：有効就業履歴と算定ツールとは？

●有効就業履歴とは、就業履歴のうち、所属事業者欄・職種欄が表示されていて、デジタル化のメリットに繋がる就業履歴のこと。
●基金では、現場のCCUSが適正な運用となっているかどうかについて、運用の結果である就業履歴月別カレンダーを、毎月開催す

る災害防止協議会等の月次で確認し、不完全な履歴がある場合は、当該下請を指導して是正させる運用を推奨している。
●当該現場の「全就業履歴数」に対する「有効就業履歴数」の割合を「有効就業履歴率」とし、こうした運用の適正度合いを簡便

に算定できるよう、「有効就業履歴率算定ツール」を開発した。（３/下旬リリース）
●竣工時に各月の就業履歴月別カレンダーを再度確認し、画面左下のcsv出力ボタンからデータ出力して、この算定ツールに取込

めば簡便に「全履歴数」、「有効履歴数」と「有効就業履歴率」が算定できる。

「就業履歴月別カレンダー」をCSV出力

就業履歴月別カレンダー.csvファ
イル（施工期間各月分）

算定ツール

算定ツールへ取込み


